
合成樹脂による経糸糊付に関する研究

古里孝吉*
．　　　　　　　　（昭和27年9月5111受∫里）

e

Kokichi FURUSATO : STUDIES ON THE WARP SIZING WITH THE SYNTHETIC RESINS

　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　゜　　　　　言

　製織時の開口蓮動箴打巡動等によつて経糸には摩擦，張力増加等の影響が及ぼ翻、る。之等に対

すゐ対抗眺を経糸に與え，糸の切断を防止し，製織能率と尉轟物の性能の向上を期待して，従来各種の

澱糟類油脂類其他を漉合して得られる経棚を経糸に滲透附着させ，その目的を達している。

　著者は，合成樹脂の持つ諸1生能の中，特に上記影響に対捌生を有する2・3の特性に薦周し，製織に

先だつて経糸を尿素・メラミン等で処理し，糸乃至繊維の内都に鰺邊状態の合成樹脂を合成させ，こ

の加工糸及従来の方法による糊f寸糸で試織を行い・その結㈲こついて岡渤鰯旨の瑚凌を行つた結果

について報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　験　　方　　法

　（1）鍵験試料　樹脂加工法及糊付法

　試料としてはスフ糸即ん（3D。2”。絡経iスフ）を用いたo　　　、

　　　　　　　張カ……………99⊥．6霧

　　　　　　　仲度……………1．6の9％

　この原糸に樹脂を滲透合成させる加工法は，次の3方法をとつたo

　A　法：一

　（1）浸　　　　漬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　浸潰浴は，次の如く準備した。

　　　アンモニア（5N．）　　　　121．Oc，c．

　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3850　c，c．

’浴比工：8。5　　　　　　　　　　　P．H．　9酬6

この浴で60min，9」°Cで処理する。

（2）乾　　　　燥

950C～100°CでヒHタ”で60min乾燥する。

（8）ベーキング

赤外線電球でJ20℃で⊥Omin処理するo

（4）石鹸処理　　　　’
o．25％マルセル石鹸浴の50°Cで5min処理する。

⑤　乾　　　　燥

尿　　　素　　　　　　　72，991
　　　　　　　　　ロホルマリン（40％）　　　　24．3C．c．　　　・

1

B法：一
（1）慢　　　　漬
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（lltw，ン㈹％）韓

　この浴を「tO°Cで15min反応させ，5Lの水に稀釈し之に

　　　Softex　KV〔ROCI－12（CsHr，N）CI　l　o．　5％
灘攣（非・オー剤）肥、

　を加え糸を180Cで5m至n浸漬するoこの時PH・は4ユo

②　乾　　　　燥

80～850Cで60min乾燥する。

C法：一
（1）浸　　　　潰

　　　尿素　72．9sr　　　∫

　　　ホルマリン（4〔｝％）　　瀦1．＄c。c．

　　　アンモ＝ア（5N．）　　　　ユ21，0c．c．

　　　Softex　KV　　　　　　　　　　　　　　　59

　　　Softex　KW〔R　．CH，，、，NCI〕　　59

　　　7tく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3850　c．　c・

　　　　　　　P．H．　　9．1

　900Cで60min，処理する，

黙一キ。劉　　　　　　　，
麗鹸嘲A法と同じ

以上の合成樹脂加工糸と従来の糊付法による糊付糸とを比較する爲に，次の経糊を調製し，試料の

スフ糸に紹糊付を行つた。

D法：－　　　　　　　　　　E法：一・一一

　　　／朱麦鍔叢　　　1幕囎讐　蟹　　1

　　　塵篇　盗＿　　　匙上鑑＿』匙
　　　　　　　　　　　1Lとするo　　　　　　　　　　　　　　　　　ユLとする

　（H）試織の設計

　試織ば盤田自働織機（lo「or．P．m。）を用い，次の設計によつて行つた。

　　　俄通し………8本／c㎞2本通し

　　　整経長・一…50m（A．　B．　C．　D．　E，各法について10　m）

　　　籏llr爵・一・8「）　cm
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緯糸密度……・167cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　験　　結　　果
　（1）　糊付加コニによる原糸の強力伸度の変化

何れの加工法によつても動の∫tr；加翻められるが，その羽職畷勧搬に樹働1江法の糸囎

加率が大きい。伸度は何れも減少し，B法に於て眼も甚しい。

塑「…－　A　l・　1・　1・　1　・
強　力　（9）　1，125・1　1，18呂・5　1，078．5「　1，063．3　　1，027．4

勧の増力備（％）　　13・5　　19・9，　　8，8　　7、2　　　3．6
」L～」紅！艶1＿・＿…些・2＿，＿．．1境＿＿＿．髄．」＿＿＿1三二葱＿．＿＿．三鉱L

　（ID　製織時の経糸切断回数

製織時の醸澱等の籐隔；常Uこ一一定して駄かつ！・魁・一肱を直に鰍するのは早計で踊が

A・B・CZkにより加工された糸の・嚇撒態の・脹は纐ゴの石醐購：1袖ぎ粉に起膿他の個潴・麟ん

睨られなかつた・漁碍娚穿粉の維い，聾鋤等な調塾すれ｝糊断回撫城少一・9－・2，r」であろう，

．一辺L三．一一一．lt］i，！．一．L－．△一一．q．．恥一「．c．　r・　r・

経　糸　切　　断　回　数

　　　　　　R・H，（％）
製繊篭の峰件　一一・一一

　　　　　　TemP（OC）

4

65

12

3

60

18

？一．！　　、f　l　　2

5°・　71　1　7・
「2・『『………正4…四”… u内…，4凹’脳

　（皿）　織布の性歌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　（A）　樹脂付着量

（5×5）・mの織布の無繊を鰻し次にHC1（33％）5…／・て60mi・，・so・Cで腿し水享先撫俊そ

の無蝋を求め灘より欄蹄龍を期した。蝕（5．5％）B法（106％）C法（8、2％）

、　（B）経緯糸密度　　　　　　　　　　　　　’

カ・．工法．」．A－．一．B．1・1・　iE　

避墾一迦LL　ll二㌧1＿竺⊥＿資∴一　鷹l　l｛1；1；
謙暇（剃，m）　、6，8　　16，gi　16，．9　　18．6　　1補r’　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一＿＿．．一＿．1」tr．＿一
　　　　　　　　　　　（　　）内の数字は織卸し布についての密度　　　　　　　　　　　　　　1
設計の徽・鮒・m照ヒして，D．E法・陶般鮒法、・よ、鮪、その鍍瑚当、．su、1，Nし4、、

るが・餓樹脂加工のA・・B・・Clk　tz・よる糸の織鰍，殆んど設計の搬セ・近い値躰している。［

　　（C）織布の厚さ

自然歌態で織布をMicrometerで測つた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k

・一一一一置壬一・…齢…・一一繍一　．一一一・＿一＿＿＿一細＿。。＿　＿潔＿＿一．一＿＿．．．＿＿．。．．．一　t－．、．．t－tt．．＝一＿．　へ

至！（薯葡　71……；2・・一’｝…・ZL5’「…一、霧∴一旨盈1「
加　工　法　I　A　L　B　l　c　l　D　l　蕊『…驚

　　　　　　　　　　（　）内の数宇は織卸し布についての厚さ

搬の1鮒法によるD・EよりAB・Cの厚さ砂ないのは，綿嬢・面を徽する雛糊脂鳳つ
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て固着された爲で結果として織布の光沢の良好さが褥られた。　　　　　　　　　　　　i

　（D）織布の強力仲度

試験機はショッパ岬型島津製布張仲度試験機を用いたo

試料は巾5cm・長さ馳mとし，各£Olljl測定しそ¢アF均値を求めた。

風乾時の張伸度は，この試料をR，H。70％のデシケーグーに盛8時間放麗しブこものについて測箆しっ燃

潤時の彊仲度は2時間水に浸漬した試料について測つた結果てある。

張力（kg）

一一　

K．・・　法　i，AI・　・t・　i・
風　　　　　　　乾　　　　　　　時

灘　　　　　　　潤　　　　　　　時

温潤時の弧力の風粒曜の狽力に対する
　　　　　　　　　　　滅少礁（％）

D．こ対する風乾時の弧力の」’曽加率（％）

Eに対する風麓時の張力の増加鄭（％）

Dに対する湿瀾時：の弧力の増加獅（％）

Eに対する湿．潤時の弧力の増力11串（％）

69．o　　l　　　　　69，0

　　　　
43。6　E　　　4S．9

36．81　33．5’

1呂・gi　l3・9

23．2　　　　　　23．2

33，7　　　　　40，8

41，1　　　　　48．5
i

74．7

45，0

39，8

28．8

：53．4

38，0

45，6

，」8．0

32，6

43，1

s6，〔〕

30，9

44，8

A．B．　C法1こよる織布の張力は，糊付法D．　Eの織布に比して風就時で約銘O％｛細閏暗で130％以．ltの弧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，力の増大を示し，爽用的性能を満足させる條件を持つ鄭が示されている。

　伸度（％）

加工法一u∵⊥〒1・1・i・　lE
描轟隠　ll：II　l劉　劉　　ll：1　；1：1

　風乾時，濃潤時共樹脂加工によるものの仲度は少なく，各々の糸に於ける伸度と比例的関係にあ

るo

（E）　摩擦試験後の張力伸度

ショッパー型布摩擦試験機で試料ec　tdioOO回劇察を塁魁え，後その張力伸度な測定したo

加工法「侭’「　・1・　1・　L一㌧．．
1擦㌘驚i悪；；隠剰　lll　1隆i＿二禦

　樹脂加二法によるものには，庫擦による強力の減少華の大きいものがあるeこの結果は磨擦による

樹脂の脱落が予想されるから，樹脂の表面生成に注意し，加工時には滲1査と固着の完全に配意さるべ

きである。

　摩擦俵もA．B．CはD．Eに比して依然強力は大ぎい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傷　　（F）牧縮　as
　あらかじめ経緯10ヵ所に10cm毎に印を付けた試料をO．5％マルセル石鹸液のo「v°Cで20min処理し，

緊張せずに乾燥し，次に標識の間を測長し，牧縮葬ミを求めた？
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加工法　　A　　　B　I　と　』ド　D　『』．　』EL1　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　itt　て1よ　こ，

ー－／tt　’L’　　T @　’　　　　　＋tt’　　　　　　　　　　　 ，　，　，　，，　　　　，　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

A・B・　C・　Xkによるものは湘1鵬のnE濁砒して，縣1蹴砂なく，　B・，1ヵ㈱鞭著である。

　　（G）　吸　湿　率

（5・・”！・mの糊・・ついて・初典・套水勲求め欧・・之をR．H・｛i；・r）％の轍デ。ケ．。L，。4、，，欄

放置し，後秤量して埆燈を吸湿量とする。

　　　　　　　加工法1・い1「CドDr“』．F
　　　　　　　吸湿麟（％）110・5　112・（，111よ馴　正i｝・・2｝1生8

　1般にA・13・C・法は，吸湿陣三は小さい。

　　（H）折蛭みに対する復元性

　（1×4）cmの試糀R琳｝％蝋酸デけ一タ帥に・』s醐雄し，麗徽の鱒版の間へ
鞭み，その上に晦噸働珂ミせ・1…n後願レ瞬謹酬」の翫する触なR．正・1．7。賜・5－
20°Cの輿験室で測定した。

加　界　法

盤』ag

離
酵
藝）

測＿擁‘．～紫　蜘

0，5（分）

1

2

3

4

5

？－……一 @¶1“　：＝・…一、一一一一t・…一：・一一一一・・…一『　一　．一＿．　．＿、．1．＿＿、＿、「＿＿　　＿：

A　．　i　　B
奪．て㌧よ一屯Lたてiよ．．…導
　〈〔り

53．8

63。7

70，9

76，！

79．3

83．1

65．6

69，9

74．2

78，1

8し0

85。　0

74．3

79，」

83．8

85，5

88，2

90．4

〈ワ，7

55．4

6fZ．　7

66．5

70。3

7ラ．7

　　C
た　ぞ7脚ゴTこヒ

42。7

49．7、

％，9

62。0

65．2

70．　7

3♪．5

47．2

s2，1

56，3

「）9．　0

61．7

　　　D
’た…”：ζ1況一…こ…

44．融

1う7．8

63．7

70．6

76，7

83、王

37，2

48。8

ss，L　0

63，6

70。7

76．8

　　E
た1一 氏c「芸｝ど1

30。2　1464

41．8

49．9

58，0

64．8

70．2

5Z9
65．3

’1　1’ D2

76．2

78．7

餓鍛によるものが，翫性猷きく，・q・Srtz：BFkの奴加が除動辱厭醜翫簸を尉。

　　（1）防水度
　（k）×2）・mの試＊’1’・．R．　H．　7°タ6の轍デ・ケークーに3醐僻し，次に之を蝦15・Cの水端し

たビFかの禰へ7k　Zlsに瓶こ嚇力’ら・れが水面を蜘・て沈下し始める迄の時間（秒）を測つた．

　　　　・・工測・1・1・1・に・
　　　蔓璽堕・劃＿．1験一L畳肥「1璽r二茎三［簗
但しBは15°Cの水濃では容易に沈漁いので，50℃に醐鶴レラ・た。

　（J）染着性
A．B．α法による織布i：ついて染着挫を試験した、

　　試料の大きさ　　　・（2×5）cm

　　浴鐙　　　　　　50c．c．

　　浴温（恒溜槽により）95～97°C
　　染色時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6〔｝min

使用染料名
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　　直接染料　　　　Benzopurpurine　4B

　　塩基1登染料　　　Magenta　Marachite　S「「een

　　酸性染料　　　　Brilliaut　Scarlet；II｛

　　酸・腿染染料　A・thr・・。n・Bl・・k　T・G・J・

　　　礫法は各染料の1・般染法による）

難後，・．5％磁液で8・・Cで6。1・i・処肌た。その糊毛1≧泓による・圃・L側・の・齢｝噸「い：

も染着性堅牢度共大であつたo

　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　　　要

（1）製継糸眼えられ研加・抵掘三蝸・燃る1納で1蹴孤k≧：，加：撒搬　　1肱柿川訟

襯，糸の切鰍態から前者轍背獣え得襯創灘糊・潤縣蝋加’1亭に厭砿が雌

に織巾の強力増加に靭興している。

（2）A慨q灘よ繍帥は，その弧か儲黙翻芝後の蜘」い職法に」tレぐ奴騒・

〔3）磁榊が少ないから，水分の膨凱小さく，靴して蝋浅醐唄・工螺ヵ鞭る嚇晦

④更職鰍の繊き工程力㈱斉され、慨力1職しての棚旨加二焔田脚潮1靴す赫州瞭

る。

⑤衡醗が大であるから，織布の防雛を蹴・1肺も㊨ぐある。

（6）牧縮率はD．E法に比して特に小さく，織布の雲用1｛1勺性能な満す甘G：、期，る％

（7）不注意な加工による糸の脆化，圃化，樹脂の衷面附着等セこ　して，研究が魚ねド・，｝臨けれほなウ

ない。

本磯捕う晒り演験醐力され人沖馴鵬騨越滋三｛三剛蜘撒助押測1｛娠砥闘
し，ヌ研究の1部に御援助を與えら牙・た花王石螂賦会肱和｛鋤工脚院謎三闘犀ギ皐・卿謝灘燦す

るi欠第である，（昭和27年6月繊維学会発表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　　　献

　　　　町田　　錬；経糸糊付

　　　　成田時治外：新しい繊維　紡織・加工

　　　　綿スフ織物険査協会噺鉢ブ織物つ活きt・・’X・ll・wa（上）

　　　　組文　．江寛：V一ヨン・Xフの紡織比上

　　　　誠亭　　　丈：繊維改質法

　　　　青μ；　書隊…：合成堵鮒冠旨とイヒ酵i繊荊駐（1・II・）

　　　　天野　溜一：繊誰工襲学食誌・錦4巻第6蟄）d9弼）

　　　　Jol・IN　K，　STEAコNS：Synthetic　fibers，　warping，　Sloshing＆QuMing．　J・
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l　　　　　TROTハ〔AN：Textile　Analysis
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Va「i°us　ki・d・・f…t・whi・h　a・e　m・d・f・・m　ma・y　ki・d・・f・tarch，。i1，　and。th。，。。。ds

aro　used　for　the　warp　sizing，

Th・・xp・・im・・t　i・・a・ri・d　wi・h・p1・n・h・t・・m・・h・…t。，i・tics。f　th。、y。th。ti，，e，i。s

may　meet　with　the　object　of　the　warp　sizing．

The　stap1・fib・・y・m　l3D．2”・ut　crimp・d・S．・F．）i・p・evi…1y　t，㈱d　with　U。。。，　M。1、．

　　ロ
mme，　etc・a・d　th・・・…i…a…y・th・・i・ed・t　th・漁・・p・・七。f・the　y。m．

Aft。・th・w・・vi・g・i・whi・h　th・・t・・at’・d・y・・n・a・…ed，　i，　fi。i、h。d，　th。　q。。1iti。，。氏he

fab・i・・a・…㎜P・red・with・h。…fthe・・h・・f・b・i・・whi・h…w・v。。　with　th。。，di。。，y

si乞ed　yarns．

　　The　results　of　tho　compariSion　ara　as　follows：繭

〔1）　The　tensile　strengtll　of　the　fabrics　increased　about　20～30％．

（2）The　shrinkage　of　the　fabrics　which　show白at　th（｝dry．　state　after　the　treatment　of　the

　　dilute　soap　solution　decreases　exceedingly．　　　　　　　　　　　　　　・

⑧Th・w・・蜘d　w・舳・・ity。f・th・f・b・ic・、　P・。…t・b・・鋤・imi1。，　t。　th。　d。。，ity。f

　the　weaving　Plan．

（Lab・・at卿・f　W・・vi・g，　Th。　F…1ty・f　T醐・・n・1・S・・i・・1t…，Shi。，h・U。i鮒ty，

　　　疋∫eda，　Japan．）　　　　・　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・


